
初
唐
期
近
体
詩
に
お
け
る
四
声
・

藤加調
初
唐
期
、
特
に
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
中
宗
、
則

の
天
武
后
治
世
下
の
詩
壇
に
お
い
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る
近
体
詩
格
律

痛
の
う
ち
、
詩
句
の
用
字
の
音
声
的
諮
調
に
関
す
る
法
則
で
あ
る
韻
律

叫
の
構
築
、
確
立
に
、
遠
く
五
世
紀
末
の
詩
人
沈
約
ら
の
声
律
説
が
少

陣
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
中
国
詩
史
に
お
け
る
共
通
の
認

る
識
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

キノ制
こ
の
よ
う
な
影
響
関
係
を
も
っ
近
体
詩
韻
律
の
形
成
過
程
を
考
察

献
す
る
に
あ
た
っ
て
ひ
と
つ
の
関
鍵
と
な
る
の
は
、
声
調
の
「
四
声
」
対

脚
立
に
基
づ
く
六
朝
声
律
説
が
、
い
か
に
し
て
「
平
灰
」
対
立
に
よ
る

期
近
体
詩
韻
律
に
再
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ

初
し
て
そ
の
考
察
に
は
当
然
、
近
体
詩
韻
律
形
成
過
程
の
実
作
を
、
平

灰
の
み
な
ら
ず
四
声
対
立
の
観
点
か
ら
も
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
と

6

な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
こ
の
分
野
の
研
究
に
お
い
て
、
声

は
じ
め
に

八
病
説
の
運
用

加

藤

聴、

調
の
四
声
対
立
は
、
沈
約
声
律
説
そ
の
も
の
を
攻
究
す
る
際
に
応
用

さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
近
体
詩
の
韻
律
形
成
過
程
を
論
じ
る
上
で
は
、

そ
の
実
作
は
ほ
と
ん
ど
平
灰
対
立
に
よ
っ
て
の
み
調
査
さ
れ
て
き
た

と
い
っ
て
よ
い
。

確
か
に
、
確
立
し
た
近
体
詩
韻
律
は
平
灰
律
に
基
づ
い
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
六
朝
後
期
か
ら
初
唐
期
に
か
け
て
の

韻
律
探
究
の
流
れ
も
、
確
実
に
四
声
律
重
視
か
ら
平
灰
律
中
心
へ
と

向
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
灰
律
の
み
を
意
識
し
て
近
体
詩
韻
律

を
形
成
し
て
い
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
唐
代
に
至
っ
て
も
、
実
際

に
は
、
六
朝
期
の
芦
律
説
を
基
に
し
た
四
声
律
に
よ
る
韻
律
の
論
議

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
唐
期
に
あ
た
る

九
世
紀
初
め
、
日
本
の
僧
空
海
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
文
鏡
秘
府
論
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

沈
侯
・
劉
善
之
後
、
玉
・
絞
・
雀
・
元
之
前
、
盛
談
四
声
、
争

吐
病
犯
。
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(
沈
侯
[
日
沈
約
。
筆
者
注
。
括
弧
内
以
下
同
]
・
劉
善
[
経
]
の

後
、
王
[
昌
齢
]
・
校
[
然
]
・
雀
[
融
]
・
元
[
競
]
の
前
、
盛

ん
に
四
声
を
談
じ
、
争
い
て
病
犯
を
吐
く
。
)

(
天
巻
「
序
」
)

頗
・
約
日
降
、
競
・
融
以
往
、
声
譜
之
論
欝
起
、
病
犯
之
名
争

興。(
[
周
]
額
・
[
沈
]
約
よ
り
己
降
、
[
元
]
競
・
[
峯
]
融
よ
り
以

往
、
声
譜
の
論
欝
と
し
て
起
り
、
病
犯
の
名
争
い
興
る
。
)

(
西
巻
「
序
」
)

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
唐
代
の
人
物
の
う
ち
、
王
昌
齢
・
窪
融
・
元

競
に
つ
い
て
は
、
四
声
律
に
つ
い
て
論
じ
た
言
一
辞
が
『
文
鏡
秘
府
論
』

中
に
引
用
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
崖
融
と
元
競
(
元

思
敬
)
が
近
体
詩
韻
律
確
定
期
で
あ
る
則
天
武
后
時
代
を
生
き
た
人

物
で
あ
る
と
と
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
天
巻
「
序
」
で
は
前

に
引
い
た
部
分
に
続
い
て
、

黄
巻
溢
催
、
細
峡
満
車
。
貧
而
楽
道
者
、
望
絶
訪
写
、
童
市
好

学
者
、
取
決
無
由
。

(
黄
巻
優
に
溢
れ
、
納
般
車
に
満
つ
。
貧
に
し
て
道
を
楽
し

む
者
は
、
望
一
み
を
訪
写
に
絶
ち
、
童
に
し
て
学
を
好
む
者
は
、
決

を
取
る
に
由
無
し
。
)

と
い
う
か
ら
、
こ
の
時
期
の
四
声
律
の
論
議
は
、
単
に
存
在
し
た
、
と

い
う
水
準
を
は
る
か
に
超
え
た
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
も
、
平
灰
律
に
よ
っ
て
の
み
論
じ
ら
れ
が
ち

だ
っ
た
唐
代
の
近
体
詩
韻
律
に
、
四
声
律
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
が
見
て
と
れ
る
。

以
上
に
述
べ
た
、
近
体
詩
韻
律
形
成
過
程
を
四
声
律
の
観
点
か
ら

見
直
す
こ
と
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
以
下
に
、
近
体
詩
韻

律
の
確
定
期
で
あ
る
初
唐
期
を
代
表
す
る
詩
人
に
つ
い
て
、
そ
の
近

体
詩
の
実
作
を
声
調
の
四
声
対
立
に
よ
っ
て
調
査
す
る
。
そ
し
て
そ

の
結
果
に
基
づ
き
、
六
朝
後
期
以
来
の
四
声
律
に
基
づ
く
声
律
説
、
と

り
わ
け
「
八
病
説
」
が
、
こ
の
時
期
の
実
作
に
お
い
て
ど
の
程
度
意

識
、
遵
守
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
声
調
の
平
灰
対
立
に
よ
る
近
体
詩
韻

律
と
ど
の
様
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
実
証
的
に
考
察
す
る
。

調
査
方
法

別
に
表
の
か
た
ち
で
付
し
た
調
査
結
果
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
、

以
下
に
順
を
追
っ
て
説
明
を
加
え
る
。

①
調
査
対
象

初
唐
期
を
代
表
す
る
詩
人
十
三
名
を
調
査
対
象
と
し
て
選
ん
だ
。

そ
の
詩
人
を
以
下
に
挙
げ
る
。

王
績
(
五
八
五
l
六
四
四
)
、
上
官
儀
(
六
O
八
1
六
六
ご
、
王

勃
(
六
五
O
?
1
六
七
六
?
)
、
路
賓
王
(
六
一
九
1
六
八
四
?
)
、
慮



照
郊
(
六
三
四

1
六
八
六
?
)
、
楊
畑
(
六
五

0
1六
九
三
以
降
)
、
陳

子
昂
(
六
六
一

1
七
O
二
)
、
蘇
味
道
(
六
四
八
町
六
四
九

1
七
O
五

町
七

O
六
)
、
信
融
(
六
五
三

1
七
O
六
)
、
社
審
言
(
六
四
八
以
前

i
七
O
八
)
、
李
隔
(
六
四
五

i
七
一
四
)
、
宋
之
問
(
六
五
六

7
1七

一
一
町
七
士
己
、
沈
佳
期
(
六
五
六

7
1七
二
ニ
?
)

②

底

本

船
調
査
に
は
、
前
述
の
各
詩
人
の
う
ち
、
別
集
を
伝
え
る
者
は
こ
れ

日内
山
を
尊
重
し
、
最
善
本
と
思
わ
れ
る
も
の
を
使
用
し
た
。
そ
れ
以
外
の

羽
詩
人
に
つ
い
て
は
『
全
唐
詩
』
、
及
び
『
全
唐
詩
補
編
』
に
収
録
す
る

ぜ足

7v

蜘
作
品
を
用
い
た
。

病J
1

③
調
査
範
囲

師
原
則
と
し
て
、
五
言
八
句
の
平
声
押
韻
詩
全
て
を
そ
の
調
査
対
象

坊
と
し
た
。
但
し
、
近
体
詩
中
に
お
げ
る
四
声
・
八
病
説
の
運
用
を
考

制
察
す
る
と
い
う
本
論
の
性
質
上
、
古
体
詩
と
の
区
別
の
た
め
、
一
首

《

5
}

枇
中
に
助
句
を
二
句
以
上
、
か
つ
特
殊
形
式
句
を
一
匂
以
上
含
む
作
品

跡
に
つ
い
て
は
、
姑
く
調
査
か
ら
除
外
し
た
。
ま
た
、
調
査
に
支
障
を

期
き
た
す
程
度
紋
字
が
あ
る
も
の
も
除
い
た
。

加
各
詩
人
の
別
集
中
、
「
五
言
律
詩
」
の
部
立
て
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
こ
に
含
ま
れ
る
作
品
に
限
っ
て
調
査
し
た
。
ま
た
、
陳
子
昂
の
「
感

3
 

6

遇
詩
」
三
十
八
首
に
含
ま
れ
る
五
一
盲
八
句
の
平
韻
詩
は
、
古
体
を
指

向
す
る
と
の
作
品
群
の
性
格
上
、
除
外
し
た
。
さ
ら
に
、
李
嶋
の
所

謂
「
雑
詠
詩
」
百
二
十
首
は
、
他
の
詩
人
の
作
品
数
と
著
し
く
バ
ラ

ン
ス
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
今
回
の
調
査
で
は
ひ
と
ま
ず
対
象
か
ら
除

外
し
た
。

@

声

調

各
用
字
の
声
調
の
判
別
に
は
、
中
古
音
韻
体
系
を
反
映
さ
せ
る
必

要
性
か
ら
「
広
韻
』
の
韻
分
類
を
用
い
た
。
特
に
、
『
広
韻
』
に
収
載

し
な
い
文
字
、
又
音
に
つ
い
て
は
、
『
集
韻
』
及
び
『
大
広
益
会
玉
篇
』

の
韻
分
類
、
反
切
に
よ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
韻
書
・
字
書
に
は
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
忘
れ
去
ら

れ
た
、
多
く
の
又
音
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
用
法
の
違
い
が
な
い
又

音
に
関
し
て
は
、
四
声
律
に
よ
る
各
声
病
や
平
灰
律
に
よ
る
近
体
詩

韻
律
上
の
禁
思
を
犯
さ
な
い
も
の
を
尊
重
し
、
複
数
の
声
病
に
関
わ

る
文
字
の
又
音
に
つ
い
て
は
、
声
病
の
重
要
度
を
鏡
み
て
、
上
尾
-

h
7】

鶴
膝
に
関
す
る
声
病
を
避
け
る
声
調
を
選
択
し
た
。

⑤
調
査
結
果
の
表
示

【
表
ニ
に
つ
い
て
。
各
調
査
項
目
は
、
各
々
の
詩
人
の
全
作
品
数

に
対
す
る
声
病
を
犯
し
た
首
数
の
割
合
を
、
小
数
点
以
下
第
二
位
を

四
捨
五
入
し
た
百
分
率
で
表
し
た
。
「
回
数
/
首
数
」
の
欄
に
は
、
そ

の
声
病
の
全
出
現
回
数
を
声
病
を
犯
し
た
首
数
で
割
り
、
小
数
点
以
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による声病調査

回首数数/ 勝〈股蛍)B i: 回首数数/ b 上(首尾) 鶴(首膝) !回数/首数三奇胃数逓用勾(来首jヨ主犯(首声情)詩

2.29 7/35 1 13/35 4/35 1 26/35 15/35 
(20%) (37.1%) (11.4%) (74.3%) (42.9%) 

2.57 4/7 1 0/7 。/7 。 7/7 0/7 
(57.1%) (0%) (0%) (100%) (0%) 

1.69 6/30 I 2/30 2/30 l 19/30 18/30 
(20%) (6.7%) (6.7%) (63.3%) (60%) 

2.40 28/57 1.12 5/57 6/57 l 41/57 21/57 
(43.8%) (8.8%) (10.5%) (71.9%) (36.8%) 

2.38 10/31 l 6/31 4/31 1 21/31 15/31 
(32.3%) (19.4%) (12.9%) (67.7%) (48.4%) 

2.36 5/14 1 6/14 2/14 I 自/14 7/14 
(35.7%) ; (42.9%) (14.3%) (57.1%) (50%) 

1.56 4/28 ; 1 1/28 2/28 1.5 20/28 17/28 
(14.3%) (3.6%) (7.1%) (71.4%) (60.7%) 

2.38 2/8 l 2/8 。/8 。 6/8 6/8 
(25%) (25%) (0%) (75%) (75%) 

2.11 1/9 l 2/9 。/9 。 5/9 7/9 
(11.1%) (22.2%) (0%) (55.6%) (77.8%) 

2.07 1/28 1 4/28 2/28 l 18/28 21/28 
(3.6%) (14.3%) (7.1%) (64.3%) (75%) 

1.98 2/42 1 5/42 。/42 。 37/42 38/42 
(4.8%) (11.9%) (0%) (88.1) (90.5%) 

2.13 9/75 l 22/75 
(97/37%5 ) 

1 5日/75 54/75 
(12%) (29.3%) (66.7%) (72%) 

2.22 8/51; 1 13/51 2/51 ; l 33/51 36/51 
(15.7%) (25.5%) (3.9%) (64.7%) (70.6%) 
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12/14 
(85.7%) 

23/28 
(82.1%) : 

8/8 
(100%) 

8/9 
(88.9%) 

2 

2.04 

1.55 

1.72 

1.67 

1.96 

2 

2 

1.39 

1.73 

1.77 

1.71 

4/7 
(57.1%) 

6/30 
(20%) 

22/57 
(38.6%) 

4/31 
(12.9%) 

。/14
(0%) 

8/28 
(28.6%) 

2/8 
(25%) 

1/9 
(11.1%) 

4/28 
(14.3%) : 

2/42 
(4.8%) 

7/75 
(9.3%) 

6/51 
(11.8%) 

1.25 

1 

1.32 

1 

。
1 

1.25 

1.14 

5/7 
(71.4%) 

28/30 
(93.3%) 

40/57 
(70.2%) 

24/31 
(77.4%) 

12/14 
(85.7%) 

23/28 
(82.1%) 

8/8 
(100%) 

8/9 
(88.9%) 

18/28 
(64.3%) 

37/42 
(88.1%) 

56/75 
(74.7%) 

47/51 
(92.2%) 

【表ー】

2.0 

1.89 

1.25 

1.58 

1.67 

1.78 

1.88 

2 

1.33 

1.70 

1.75 

1.72 

四声対立

7/7 
(100%) 

29/30 : 
(96.7%) 

53/57 
(92.9%) : 

29/31 : 
(93.5%) : 

14/14 : 
(100%) 

27/28 : 
(96.4%) 

8/8 : 
(100%) : 

9/9 
(100%) 

27/28 
(96.4%) : 

42/42 
(100%) 

75/75 
(100%) 

51/51 
(100%) : 
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[表二] 平灰対立による韻律調査

(00/%56 ) 4/28 11/21 1/7 。/7
(14.3%) (52.4%) (14.3%) (0%) 

。/240 4/120 27/90 。/30 8/30 
(0%) (3.3%) (30%) (0%) (26.7% 

1/456 36/228 61/171 2/57 14/57 
(0.2%) (15.8%) (35.7%) (3.5%) (24.6% 

4/248 13/124 42/93 1/31 5/31 
(1.6%) (10.5%) (45.2%) (3.2%) (16.1% 

。/112 。/56 (。0/%42) 。/14 14/14 
(0%) (0%) (0%) (100%) 

2/224 (87/1 112 32/84 4/28 9/28 
(0.9%) %) (38.1%) (14.3%) (32.1% 

(00/%64 ) 1/32 8/24 (O。/%8) (540/%8 ) (3.1%) (25%) 

1/72 2/36 2/27 1/9 6/9 
(1.4%) (5.6%) (7.4%) (11.1%) (66.7% 

。/224 1/112 2/84 (。0/%28) 27/28 
(0%) (0.9%) (2.4%) (96.4%) 

。/336 (53/01%68 ) 10/126 1/42 34/42 
(0%) (7.9%) (2.4%) (81.0% 

(20/.36%00 ) (51/7 300 2/225 1/75 70/75 
%) (0.9%) (1.3%) (93.3%) 

。/408 1/204 2/153 4/51 49/51 
(0%) (0.5%) (1.3%) (7.8%) (96.1%) 



下
第
三
位
を
四
捨
五
入
し
て
、

平
均
を
算
出
し
た
。

【
表
一
一
】
に
つ
い
て
は
、
表
内
各
項
目
に
表
示
す
る
、
句
-
聯
・
相

接
聯
・
首
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
で
の
、
平
灰
近
体
律
上
の
禁
忌
の
出
現

率
を
、
小
数
点
以
下
第
二
位
四
捨
五
入
の
百
分
率
で
表
し
た
。

一
首
あ
た
り
の
声
病
の
出
現
回
数
の

調
査
項
目

膿
ω
表
の
か
た
ち
で
付
し
た
調
査
結
果
の
各
調
査
項
目
に
つ
い
て
説
明

翻
を
加
え
る
が
、
ま
ず
本
調
査
の
根
拠
と
な
る
四
声
律
に
よ
る
「
八
病

の
説
」
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

庸
一
日
平
頭
。
二
日
上
尾
。
三
日
蜂
腰
。
四
日
鶴
膝
。
五
日
大
韻
。

司、、リ
六
日
小
韻
。
七
日
傍
紐
。
八
日
正
紐
。

陣

(

『

文

鏡

秘

府

論

』

西

巻

「

文

二

十

八

種

病

」

)

る
世
に
「
八
病
説
」
と
よ
ば
れ
る
声
律
説
の
根
拠
と
な
る
の
が
『
文

斗ノ山
川
鏡
秘
府
論
』
の
こ
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
標
題
か
ら
も
わ

散
か
る
と
お
り
、
二
十
八
種
類
の
詩
作
上
の
禁
思
を
羅
列
し
た
も
の
の

雌
う
ち
、
最
初
の
八
つ
で
あ
り
、
南
宋
・
貌
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
巻
十

矧
一
「
詩
病
」
に
も
、
「
詩
病
有
八
(
[
原
注
]
沈
約
)
」
と
し
て
、
こ
の

初
八
種
の
声
病
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
中
で
、
平
頭
病
か
ら
鶴
膝
病
ま
で
の
冒
頭
四
種
の
声
病
が
、
詩

の
句
・
聯
に
お
け
る
四
声
の
声
調
の
配
置
・
運
用
に
関
わ
る
も
の
で
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あ
り
、
残
り
の
四
種
は
双
声
・
畳
韻
に
関
わ
る
声
病
で
あ
る
。
と
の

両
者
に
つ
い
て
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
引
く
、
初
唐
・
元
競
『
詩
髄
脳
』

は、

或
目
、
・
・
(
中
略
)
:
:
:
此
病
軽
於
上
尾
鶴
膝
、
均
於
平
頭
、

重
於
四
病
。
清
都
師
皆
避
之
。
己
下
回
病
、
但
須
知
之
、
不
必

須
避
。

(
或
る
ひ
と

[
H
元
競
]
日
く
、
・
:
(
中
略
)
:
・
此
の
病

[
H

ひ

K

蜂
腰
]
は
上
尾
・
鶴
膝
よ
り
軽
く
、
平
頭
と
均
し
く
、
[
大
韻
以

下
の
]
四
病
よ
り
重
し
。
清
都
の
師
皆
な
之
れ
を
遊
く
。
[
大

韻
]
己
下
四
病
、
但
だ
須
く
之
れ
を
知
る
べ
き
も
、
必
ず
し
も

避
く
る
を
須
い
ず
。
)

(
同
西
巻
第
三
「
蜂
腰
」
)

と
、
大
韻
以
下
の
四
病
を
「
必
ず
し
も
避
け
る
必
要
の
な
い
」
声

病
だ
と
し
、
さ
ら
に
、
重
ん
ず
べ
き
平
頭
病
か
ら
鶴
膝
病
ま
で
の
声

病
の
中
で
も
、
平
頭
病
と
蜂
腰
病
が
上
尾
病
・
鶴
膝
病
よ
り
軽
い
、
と

格
付
け
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
の
調
査
で
は
、
四
声
律
に
よ
る
声
病
説
が
平
灰
律
に

よ
る
近
体
詩
韻
律
と
ど
の
様
に
関
係
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
、

こ
の
「
八
病
」
の
う
ち
声
調
に
関
わ
り
、
か
つ
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
、

平
頭
病
か
ら
鶴
膝
病
ま
で
の
声
病
を
調
査
項
目
と
し
て
採
り
あ
げ

る
。
以
下
に
各
調
査
項
目
の
詳
細
を
順
を
追
っ
て
説
明
す
る
。
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①

平

頭

A

平
頭
詩
者
、
五
言
詩
第
一
字
不
得
与
第
六
字
同
声
、
第
二
字
不

得
与
第
七
字
同
声
。
同
声
者
、
不
得
同
平
上
去
入
四
声
。

(
平
頭
の
詩
な
る
者
は
、
五
雪
一
回
詩
の
第
一
字
は
第
六
字
と
同
声
な

る
を
得
ず
し
て
、
第
二
字
は
第
七
字
と
同
声
な
る
を
得
ず
。
同

声
と
は
、
平
・
上
・
去
・
入
の
四
声
を
同
じ
く
す
る
を
得
ず
。
)

(
同
第
一
「
平
頭
」
)

五
言
句
一
聯
中
、
第
一
字
と
第
六
字
、
ま
た
は
第
二
字
と
第
七
字

に
同
じ
声
調
の
文
字
を
配
す
る
と
と
。

(
例
)
国
威
液
気
清
、
園
湿
五
口
上
傾
。

(
「
芳
」
と
「
提
」
、
「
時
」
と
「
室
」
が
そ
れ
ぞ
れ
平
声
)

②

平

頭

B

或
目
、
:
:
(
中
略
)
:
・
上
句
第
一
字
与
下
句
第
一
字
同
平

声
、
不
為
病
。
向
上
去
入
声
、
一
字
即
病
。
若
上
旬
第
二
字
与

下
句
第
二
字
同
声
、
無
関
平
上
去
入
、
皆
是
巨
病
。

(
或
る
ひ
と
[
元
競
]
回
く
、
・
・
:
(
中
略
)
:
:
上
句
第
一
字

と
下
句
第
一
字
と
が
同
じ
く
平
声
な
ら
ば
、
病
と
為
さ
ず
。
同

じ
く
上
・
去
・
入
声
な
ら
ば
、
一
字
に
し
て
即
ち
病
な
り
。
若

し
上
旬
第
二
字
と
下
旬
第
二
字
と
が
同
声
な
ら
ば
、
平
・
上
・

去
・
入
を
問
う
無
く
、
皆
な
是
れ
巨
病
な
り
。
)

(
同
同
引
元
競
『
詩
髄
脳
』
)

の聯
。中元
の競
第に
ーよ
宰る
主平
第頭
六の
字壁

草希
望ま
な四

A 
i，か
?らや、、
の軍

長す
外正
しっ
たて
もー

③
水
田
陣

謂
第
一
与
第
六
之
犯
也
。

(
[
水
津
病
は
]
第
一
と
第
六
と
の
犯
を
謂
う
な
り
。
)

(
同
第
九
「
水
調
停
病
」
)

平
頭
病
の
う
ち
、
特
に
一
聯
中
の
第
一
字
と
第
六
字
が
同
声
調
と

な
っ
た
も
の
。④

蜂

腰

A

蜂
腰
詩
者
、
五
言
詩
一
句
之
中
、
第
二
字
不
得
与
第
五
字
同
声
。

(
蜂
腰
の
詩
な
る
者
は
、
五
言
詩
一
句
の
中
、
第
二
字
は
第
五
字

と
同
声
な
る
を
得
ず
。
)

(
同
第
三
「
崎
腰
」
)

一
句
の
中
で
、
第
二
字
と
第
五
字
に
同
じ
声
調
の
文
字
を
配
す
る

こ
と
。(

例
)
盟
国
愛
我
園
、
窺
鶴
自
膨
総
司

(
「
君
」
と
「
甘
」
が
平
声
、
「
独
」
と
「
飾
」
が
入
声
)



⑤

蜂

腰

B

或
目
、
「
君
」
与
「
甘
」
非
為
病
、
「
独
」
与
「
飾
」
是
病
。
所

以
然
者
、
如
第
二
字
与
第
五
字
同
去
上
入
、
皆
是
病
、
平
声
非

病
也
。

(
或
る
ひ
と

[
H
元
競
]
日
く
、
「
君
」
と
「
甘
」
と
は
病
と
為

る
に
非
ず
、
「
独
」
と
「
飾
」
と
は
是
れ
病
な
り
。
然
る
所
以
の

者
は
、
如
し
第
二
字
と
第
五
字
と
が
同
じ
く
去
・
上
・
入
な
ら

齢
ば
、
皆
な
是
れ
病
な
れ
ど
も
、
平
声
は
病
に
非
ざ
る
な
り
0
)

ω

(

同
同
引
元
競
『
詩
髄
脳
』
)

翻
元
競
に
よ
る
蜂
腰
の
修
豆
説
。
蜂
腰
A
か
ら
、
平
声
に
よ
っ
て
-

m
句
中
の
第
二
字
と
第
五
字
が
蜂
腰
と
な
っ
た
も
の
を
除
外
し
た
も

痛
の
。

守、、声四
ザ

A
W
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⑥

上

尾

上
尾
詩
者
、
五
言
詩
中
、
第
五
字
不
得
与
第
十
字
同
声
。

(
上
尾
の
詩
な
る
者
は
、
五
言
詩
の
中
、
第
五
字
は
第
十
字
と
同

声
な
る
を
得
ず
。
)

(
同
第
二
「
上
尾
」
)

一
聯
中
、
第
五
字
と
第
十
字
に
同
じ
声
調
の
文
字
を
配
す
る
乙
と
。

(
例
)
西
北
有
恵
国
、
上
与
浮
雷
呈
岡
山
。

(
「
楼
」
と
「
斉
」
が
平
声
)

な
お
、
平
声
押
韻
の
近
体
詩
に
あ
っ
て
は
、
初
句
入
韻
の
場
合
を

除
い
て
は
、
上
尾
は
犯
さ
な
い
。

⑦

鶴

膝

鶴
膝
詩
者
、
五
一
吉
詩
第
五
字
不
得
与
第
十
五
字
同
声
。

(
鶴
膝
の
詩
な
る
者
は
、
五
言
詩
の
第
五
字
は
第
十
五
字
と
同
声

な
る
を
得
ず
。
)

(
同
第
四
「
鶴
膝
」
)

首
聯
と
領
聯
、
頚
聯
と
尾
聯
の
隣
り
合
う
二
聯
中
、
押
韻
し
な
い

第
一
句
の
句
末
字
と
第
三
句
の
句
末
字
(
第
五
字
と
第
十
五
字
)
に

同
じ
声
調
の
文
字
を
配
す
る
こ
と
。

(
例
)
援
樟
金
陵
闘
、
遵
流
背
城
開
。

浪
戚
飛
盤
圏
、
山
掛
乗
輪
月
。

(
「
諸
」
と
「
影
」
が
上
声
)

③
奇
数
句
末
三
声
逓
用

鶴
膝
病
を
避
け
、
な
お
か
つ
領
聯
と
頚
聯
の
聞
で
も
奇
数
句
末
字

の
声
調
を
違
え
、
そ
の
上
一
首
中
四
箇
所
の
奇
数
句
宋
字
に
上
・
去
・

入
の
三
声
全
て
(
初
句
入
韻
の
場
合
に
は
平
声
を
含
む
四
声
全
て
)
を

用
い
て
い
る
も
の
。
鶴
膝
病
を
避
け
、
押
韻
効
果
を
際
だ
た
せ
る
四

声
運
用
に
よ
る
技
術
と
い
え
る
。

(
例
)
北
地
春
光
周
辺
城
気
候
寒
。

往
来
花
不
圏
、
新
旧
雪
仰
残
。
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水
作
琴
史
園
山
疑
画
裏
看
。

自
驚
牽
遠
圏
、
販
険
促
征
鞍
。

入
去
平
平
田
、
平
平
去
去
平
。

上
平
平
入
一
因
平
去
入
平
平
。

上
入
平
平
圏
、
平
平
去
上
平
。

去
平
平
上
園
、
平
上
入
平
平
。

(
社
審
言
「
経
行
嵐
州
」
)

⑨
不
犯
声
病
詩

前
述
の
う
ち
、
平
頭
B
・
蜂
腰
B
・
初
句
入
韻
以
外
の
上
尾
・
鶴

膝
の
い
ず
れ
を
も
犯
さ
な
い
作
品
。
さ
き
に
奇
数
句
末
三
声
逓
用
の

例
に
挙
げ
た
社
審
言
の
作
品
は
、
こ
れ
に
あ
た
る
。

以
下
に
は
、
参
考
と
し
て
挙
げ
た
【
表
一
一
】
(
平
灰
対
立
に
よ
る
韻

律
調
査
)
の
各
調
査
項
目
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

a
揚
句
:
・
五
一
盲
一
句
中
の
節
奏
点
(
第
二
・
第
四
字
)
の
平
灰

が
交
換
し
な
い
も
の
。
但
し
特
殊
形
式
句
(
注

(5)
参
照
)
は
除

い
た
。b

助
聯
:
:
一
一
句
一
聯
中
に
お
い
て
、
出
句
・
対
句
の
相
接
す
る

節
奏
点
ど
う
し
の
平
灰
が
交
換
し
な
い
も
の
(
失
対
)
。
但
し
、
前
述

の
特
殊
形
式
の
句
が
出
現
し
た
際
は
、
第
一
節
奏
点
(
第
二
字
)
ど

う
し
の
平
灰
が
交
換
し
て
い
れ
ば
、
助
聯
と
は
し
な
い
。

c
失
粘
・
:
二
つ
の
聯
が
相
接
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
そ
の
節
奏

点
ど
う
し
の
平
灰
が
同
じ
で
な
い
も
の
。
特
殊
形
式
匂
が
出
現
し
た

際
に
は
、
第
一
節
奏
点
ど
う
し
の
平
灰
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
失
粘
と

は
し
な
い
。

d
完
全
律
体
詩

i-
一
首
中
に
お
い
て
、
効
句
、
助
聯
、
失
粘
が

全
く
存
在
し
な
い
も
の
。
こ
れ
は
近
体
詩
と
し
て
の
規
律
を
満
た
し

た
詩
と
い
え
る
。

四

調
査
結
果
の
考
察

①

平

頭

病

平
頭
A
説
は
、
八
病
説
平
頭
病
の
基
本
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
先
ず
、
四
声
律
に
よ
る
平
頭
病
(
平
頭
A
)
と
、
平
灰
律
に

よ
る
近
体
詩
韻
律
と
の
理
論
的
関
係
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

平
灰
近
体
律
に
お
け
る
律
聯
の
も
っ
と
も
理
想
的
な
モ
デ
ル
と
し

て
は
、
次
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。
今
、
便
宜
上
「
イ
聯
」
、
「
ロ

聯
」
と
名
づ
け
て
そ
の
平
灰
式
を
以
下
に
挙
げ
目
。

イ
ー

l
聯

a

・・00
・/BO
o
-
-
o

ロ
|

l
聯

b
o
o
o
-
-
/
A

・・・0
0

こ
れ
ら
の
聯
に
お
い
て
は
、
四
声
律
を
適
用
し
て
も
平
頭
病
は
全

て
回
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
四
声
律
に
お
け

る
平
頭
病
は
、
平
灰
律
に
お
け
る
近
体
詩
韻
律
に
完
全
に
取
り
込
ま



れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

出
句
第
二
字
と
対
句
第
二
字
(
即
ち
一
聯
の
第
二
・
第
七
字
)
で
平

灰
を
違
え
る
規
則
は
、
平
灰
近
体
律
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
基
本
で
あ

る
律
聯
を
形
成
す
る
都
合
上
、
唐
代
の
ご
く
初
期
に
お
い
て
も
既
に

大
多
数
の
実
作
で
遵
守
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
一
聯
の

第
二
・
第
七
字
が
同
声
調
と
な
る
四
声
律
上
の
平
頭
病
が
平
灰
近
体

律
の
遵
守
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
平
頭
病
中

劇
の
第
二
・
第
七
字
同
声
の
病
に
つ
い
て
は
平
灰
近
体
律
に
大
部
分
が

印
う
ま
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
一
聯
中

翻
の
第
一
字
と
第
六
字
が
同
声
調
と
な
る
平
頭
病

(
H
水
海
病
)
に
つ

ゆ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。
実
際
に
近
体
詩
を
作
る
上
で
は
、
出
句
・

賄
対
句
そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
字
の
平
灰
は
、
前
掲
の
モ
デ
ル
通
り
で
あ
る

ー、リ
こ
と
が
厳
密
に
は
要
求
さ
れ
ず
、
次
に
挙
げ
る
四
種
類
の
平
灰
式
で

情
表
さ
れ
る
聯
が
、
こ
れ
ら
モ
デ
ル
聯
よ
り
む
し
ろ
多
く
み
ら
れ
る
の

E

E

 

る
で
あ
る
。

斗
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イ
ー
2

聯固・
0
0

・/固
δ

・・。

(
出
句
第
一
字
劫
で
水
源
病
)

イ

-
3

聯圃・
0
0

・/・
6

・・。

(
対
句
第
一
字
助
で
水
葎
病
の
可
能
性
・
対
句
孤
平
)

ロ
1
1
2

聯固
o
o
-
-
/
固・・
0
0

(
対
句
第
一
字
劫
で
水
海
病
)

ロ

3

聯圃
oo--/
圃・・
o
o

(
出
句
第
一
字
鋤
で
水
海
病
の
可
能
性
)

以
上
の
う
ち
、
イ
|

3
聯
の
み
は
、
平
灰
近
体
律
に
お
い
て
重
大

な
禁
思
と
さ
れ
る
「
孤
平
」
を
犯
す
た
め
実
際
に
は
殆
ど
存
在
し
な

い
が
、
平
灰
近
体
律
上
は
律
聯
と
な
る
べ
き
聯
に
お
い
て
、
第
一
-

第
六
字
同
声
調
の
水
海
病
が
理
論
的
に
か
な
り
の
割
合
で
犯
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
(
イ
|
2
聯
、
ロ
ー
2
聯
で
は

必
ず
水
津
病
を
犯
し
、
ロ
ー
3
聯
で
は
出
句
第
一
字
と
対
句
第
一
字

が
上
・
去
・
入
声
で
同
声
と
な
る
場
合
に
水
湾
病
を
犯
す
。
)
。

以
上
を
念
頭
に
置
い
て
【
表
二
、
「
平
頭
A
」
項
の
数
値
を
み
る

と
、
各
詩
人
と
も
、
こ
れ
を
犯
し
て
い
る
作
品
が
全
作
品
の
う
ち
七

O
%半
ば
か
ら
一

O
O
%と
一
様
に
高
い
割
合
を
示
し
、
一
首
中
の

反
則
回
数
も
平
均
し
て
二
回
近
く
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
理
論
的
関
係

ど
お
り
、
平
頭
病
は
基
本
的
な
か
た
ち
の
ま
ま
で
は
平
灰
近
体
律
に

応
用
が
き
き
に
く
い
こ
と
が
実
作
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

次
に
、
「
平
頭
B
」
項
の
結
果
を
み
て
み
る
と
、
平
頭
A
と
平
頭
B

の
数
値
を
比
較
し
た
場
合
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
各
詩
人
と
も
違

犯
率
の
パ

1
セ
ン
テ
イ
ジ
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
の
が
み
て
取
れ

る
。
元
競
に
よ
る
こ
の
平
頭
病
の
修
正
説
は
、
平
灰
近
体
律
で
は
律

聯
と
な
り
な
が
ら
も
、
四
声
律
に
お
い
て
は
平
頭
A
を
犯
す
可
能
性

が
あ
る
、
前
述
イ

2
聯
と
ロ
ー
ー
2
・
3
聯
(
狐
平
と
な
る
イ
1
3

聯
は
除
く
)
の
う
ち
、
必
ず
平
頭
A
を
犯
す
結
果
と
な
る
、
イ
ー
2

聯
と
ロ

|
2
聯
を
平
頭
病
か
ら
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
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し
て
、
平
頭
A
か
ら
平
頭
B
で
違
犯
率
の
減
少
が
起
こ
っ
て
い
る
と

い
う
と
と
は
、
こ
の
元
競
説
が
よ
り
平
灰
近
体
律
の
実
際
に
即
し
て

い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
作
側
か
ら
も
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
平
頭
病
の
う
ち
水
源
病
に
注
目
し
て
考
察
を
加

え
る
。
【
表
二
の
「
水
源
」
項
は
、
平
頭
病
の
基
本
型
で
あ
る
平
頭

A
の
う
ち
、
各
聯
の
第
一
・
第
六
字
が
同
声
調
で
あ
る
も
の
に
注
目

し
た
結
果
で
あ
る
が
、
各
詩
人
と
も
乙
れ
を
犯
す
詩
が
多
く
を
占
め
、

そ
の
割
合
は
平
頭
A
を
犯
す
割
合
と
多
く
が
相
関
し
て
い
る
。
こ
の

乙
と
は
、
平
頭
A
の
多
く
が
こ
の
水
源
病
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
と
と
も
に
、
助
句
が
殆
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
、
聯
の
律
化
(
対

法
)
も
高
度
に
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
の
時
期
に
お
い
て
、
律
句

の
第
一
字
劫
(
律
聯
に
即
し
て
い
え
ば
前
掲
の
イ
|
2
、
ロ
ー
2
・

3
と
い
っ
た
聯
)
が
ご
く
普
通
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
確

認
さ
せ
る
。

元
競
の
平
頭
病
に
つ
い
て
の
修
正
説
は
、
各
聯
の
第
一
・
第
六
字

が
平
声
で
肉
声
に
な
る
も
の
を
平
頭
病
か
ら
除
外
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
言
一
い
換
え
れ
ば
こ
れ
は
水
海
病
に
限
つ
て
の
修
正
説
で
あ
る
。

こ
の
修
正
説
に
お
い
て
第
二
・
第
七
字
に
関
す
る
規
定
が
緩
和
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
、
当
然
そ
こ
に
位
置
す
る
文
字
が
平
灰
近
体
律
に
お

け
る
要
で
あ
る
対
法
に
関
わ
る
故
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
逆
に
四
声

律
に
よ
る
声
病
の
規
定
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
灰
近
体

律
に
お
げ
る
第
一
・
第
六
字
の
声
調
は
全
く
等
関
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
孤
平
と
い
う
重
大
な
禁
忌
を
犯
さ
な
い
限
り
、
平
灰
近
体

律
に
お
げ
る
各
句
第
一
字
の
声
調
は
自
由
度
が
非
常
に
高
い
と
い
え

る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
ロ
聯
に
お
い
て
出
句
・
対
句
の
一
方
の
第

一
字
が
効
し
た
場
合
、
も
う
一
方
の
第
一
字
も
助
す
る
こ
と
で
そ
の

搬
を
相
殺
し
、
第
一
・
第
六
字
の
声
調
を
違
え
る
「
劫
救
」
が
お
乙

な
わ
れ
る
と
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
(
そ
の
結
果
ロ
聯
は
・

o
o
-
-

《

u-

/
0・
・

0
0と
な
る
)
。
た
と
え
ば
杜
審
言
の
平
頭
A
違
犯
率
が
他

に
比
べ
て
低
い
値
な
の
は
、
彼
が
こ
の
平
灰
近
体
律
上
の
第
一
・
第

六
字
の
劫
救
を
熱
心
に
お
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
四
声
律
に
お
け
る
水
海
病
は
平
灰
近
体
律
中
に
お
い
て

全
く
打
ち
捨
て
ら
れ
た
訳
で
は
な
く
、
拘
束
性
の
あ
る
規
定
で
は
な

い
も
の
の
受
け
継
が
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
あ
る
。

②

蜂

腰

病

蜂
腰
A
説
は
、
八
病
説
の
蜂
腰
病
の
基
本
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
平
頭
病
の
考
察
時
と
同
様
、
先
ず
四
声
律
に
よ
る
鰭
腰

病
(
蜂
腰
A
)
と
、
平
灰
律
に
よ
る
近
体
詩
韻
律
と
の
理
論
的
関
係

を
考
え
て
み
る
。

イ
ー
l
聯

a
・
圃
δ
0薗
/
B
O固
・
・
固

ロ
o
l
l
-

聯

b
o
o
o
-
-
/
A・
・
・
0
0

さ
き
に
も
利
用
し
た
、
右
記
二
種
類
の
平
灰
近
体
律
に
お
け
る
律



聯
モ
デ
崎
を
み
て
み
る
と
、
平
灰
近
体
律
に
合
致
し
て
い
て
も
、
イ

型
聯
中
に
お
い
て
、
対
句

(
B
句
)
で
は
全
て
の
場
合
に
、
ま
た
出

句

(a
句
)
で
も
灰
声
内
の
上
・
去
・
入
声
で
同
声
と
な
っ
た
場
合

に
蜂
腰
病
を
犯
し
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
「
蜂
腰
A
」
項
の
結
果
を
み
る
と
、
各

詩
人
と
も
九

O
%を
越
え
る
作
品
で
こ
れ
を
犯
し
て
お
り
、
全
作
品

が
違
反
す
る
と
い
う
詩
人
も
半
数
以
上
い
る
。
調
査
対
象
と
し
た
初

日劇
唐
期
に
お
い
て
は
、
助
句
が
ほ
と
ん
ど
班
く
な
り
、
さ
ら
に
鋤
聯
も

ω
著
し
く
減
少
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
律
聯
で
あ
る
イ
型
聯
は

翻
平
灰
近
体
律
の
中
で
ご
く
当
た
り
前
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

の
そ
し
て
こ
の
イ
型
聯
は
、
今
み
た
よ
う
に
対
句
で
必
ず
蜂
腰
病
を
犯

癒
す
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
蜂
腰
A
が
近
体
詩
中
で
か
く
も
高
い
割
合
で

司、、リ
犯
さ
れ
る
の
は
当
然
の
と
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
蜂

陣
腰
病
は
基
本
型
の
ま
ま
で
は
平
灰
近
体
律
に
殆
ど
対
応
で
き
な
い
と

河
と
が
実
作
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

制
ま
た
、
一
首
中
で
蜂
腰
A
が
犯
さ
れ
る
回
数
の
平
均
を
表
し
た
、
次

和
の
「
回
数
/
首
数
」
項
に
お
い
て
数
値
が
一
一
(
回
)
を
中
心
と
し
て

雌
分
散
し
て
い
る
の
は
、
左
掲
の
平
岳
山
の
ご
と
く
、

期
[
灰
起
式
]

初

イ

聯

・

・

0
0・

/
O
o
-
-
o

ロ
聯

O
o
o
-
-
/・
・
・

o
o

イ
聯
・
・

0
0・

/
O
o
-
-
o
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ロ
聯

o
o
o
-
-
/・
・
・

0
0

[
平
起
式
]

ロ
聯

O
o
o
-
-
/・
・
・

0
0

イ
聯
・
・

0
0・

/
o
o
-
-
o

ロ
聯

o
o
o
-
-
/・
・
・

0
0

イ
聯
・
・

0
0・

/
o
o
-
-
o

平
灰
近
体
律
に
よ
る
五
言
八
句
の
完
全
律
体
詩
が
、
イ
聯
・
ロ
聯

を
二
回
ず
つ
決
ま
っ
た
順
序
で
組
み
合
わ
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

た
め
、
蜂
腰
A
を
少
な
く
と
も
必
ず
一
回
犯
す
イ
聯
が
二
度
現
れ
る

と
と
に
起
因
し
て
い
る
。

次
に
、
「
蜂
腰
B
」
項
に
あ
ら
わ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

る
。
蜂
腰
B
は
、
平
灰
近
体
律
で
は
律
句
と
な
り
な
が
ら
四
声
律
の

蜂
腰
病
を
必
ず
犯
し
て
し
ま
う
イ
聯
の
B
句
を
、
蜂
腰
病
と
は
看
倣

さ
な
い
措
置
で
あ
る
か
ら
、

ζ

の
元
競
に
よ
る
修
正
説
は
、
よ
り
平

灰
近
体
律
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
調
査
結
果
を
み
る

と
、
蜂
腰
A
か
ら
蜂
腰
B
で
各
詩
人
と
も
大
幅
に
そ
の
違
犯
率
が
減

少
し
て
お
り
、
乙
の
乙
と
が
実
作
面
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

四
声
律
の
蜂
腰
病
と
平
灰
近
体
律
と
の
関
係
は
、
平
灰
近
体
律
の

粘
法
が
定
着
し
て
ゆ
く
過
程
で
の
実
作
に
お
い
て
は
や
や
複
雑
な
様

相
を
み
せ
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
論
で
は
、
平
灰
近
体
律
に

お
け
る
失
粘
が
少
な
い
六
詩
人
、
楊
畑
・
雀
融
・
杜
審
言
・
李
瞬
・



4

宋
之
問
、
及
び
沈
住
期
に
つ
い
て
「
蜂
腰
B
」
項
に
あ
ら
わ
れ
た
結

7

果
を
考
察
す
る
。
平
灰
近
体
律
に
お
け
る
劫
聯
の
出
現
率
も
低
い
水

準
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
彼
ら
の
詩
の
失
粘
率
が
一
様
に
低
い
と
い

う
と
と
は
、
彼
ら
の
詩
一
首
中
に
は
、
イ
聯
・
ロ
聯
が
さ
き
の
完
全

律
体
詩
の
平
灰
モ
デ
ル
通
り
ほ
ぽ
規
則
正
し
く
二
度
ず
つ
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
蜂
腰
病
に
つ
い
て
の
比
較
、
考
察
も
容
易
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
楊
畑
は
イ
聯
出
句

(a
句
)
第
二
・
第
五
字
で
灰
声
内
で

【
口
}

上
・
去
・
入
戸
の
同
声
を
連
用
す
る
こ
と
が
比
較
的
多
く
、
し
た
が
っ

て
蜂
腰
B
の
違
犯
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
社
審
雪
一
同
・
李
隔
で

は
、
そ
の
場
面
に
お
い
て
上
・
去
・
入
声
の
四
声
律
的
運
用
が
よ
く

な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
蜂
腰
B
の
違
犯
率
が
一
桁
台
前
半
と
低

く
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
残
る
握
融
・
宋
之
問
・
沈
佳
期
の
違
犯
率

は
一
O
%
台
初
め
か
ら
中
頃
と
、
そ
の
中
間
で
あ
る
が
、
仮
に
こ
の

あ
た
り
の
数
値
を
平
灰
律
に
よ
る
近
体
詩
韻
律
完
成
期
の
平
均
ラ
イ

ン
と
考
え
て
も
、
こ
れ
は
か
な
り
低
い
違
犯
率
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
ご
く
大
雑
把
で
は
あ
る
が
、
全
灰
声
字
の
な
か
で
上
声
・
去

声
・
入
声
の
文
字
が
そ
れ
ぞ
れ
数
量
的
に
占
め
る
割
合
が
三
分
の
一

ず
つ
で
あ
る
と
す
る
目
、
平
灰
近
体
律
に
お
け
る
完
全
律
体
詩
一
首

中
に
二
回
使
わ
れ
る

a
句
の
少
な
く
と
も
一
方
で
、
第
二
・
第
五
字

に
上
・
去
・
入
声
の
同
声
を
連
用
し
て
蜂
腰
B
を
犯
す
(
い
い
換
え

れ
ば
蜂
腰
B
が
一
首
中
で
一
度
以
上
犯
さ
れ
る
)
割
合
は
、
確
率
論

的
に
は
九
分
の
五
、
五
五
・
六
%
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
参
考
と
し
て
今
、
唐
詩
の
代
表
的
選
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
唐

詩
三
百
首
』
が
「
五
雪
一
一
回
律
詩
」
の
部
に
収
載
す
る
盛
・
中
・
晩
唐
期

【
仰
}

の
七
十
五
世
自
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
三
三
・
三
%
に
あ
た
る
二
十

五
首
で
、
延
べ
二
十
六
回
蜂
腰
B
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
結
果
を
得

た
。
こ
の
結
果
を
合
わ
せ
鍛
み
て
も
、
平
灰
律
に
よ
る
近
体
詩
韻
律

が
ほ
ぽ
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
の
詩
人
で
あ
る
僅
融
・
社
審
雪
国
・

李
隔
・
宋
之
問
・
沈
住
期
ら
に
お
い
て
、
な
お
四
声
律
運
用
に
よ
っ

て
蜂
腰
病
(
蜂
腰
病
B
)
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
色
濃
い
乙

と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

③

上

尾

病

上
尾
病
は
、
偶
数
句
末
押
韻
を
基
本
と
す
る
五
言
説
に
お
い
て
、
押

韻
し
な
い
奇
数
句
末
に
韻
字
と
同
じ
声
調
の
文
字
を
配
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
押
韻
の
効
果
を
殺
ぐ
こ
と
を
忌
ん
だ
声
病
説
で
あ
る
。
上

尾
病
が
、
四
声
律
に
お
け
る
声
病
説
の
中
で
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い

る
の
は
、
乙
れ
が
韻
文
の
生
命
線
で
あ
る
押
韻
に
関
わ
る
声
病
だ
か

ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
声
律
に
お
け
る
上
尾
病
を
、
平
灰
近
体
律
と
の
関
係
で
考
え
て

み
る
と
、
平
灰
近
体
律
に
お
い
て
は
、
偶
数
句
末
は
平
声
で
押
韻
、
奇

数
句
末
に
は
上
・
去
・
入
声
の
灰
声
を
配
す
る
、
と
い
う
法
則
が
確

立
し
た
た
め
、
と
れ
を
四
声
律
の
上
尾
病
に
あ
て
は
め
て
も
原
則
的



に
は
違
犯
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
上
尾
」
項
の
調

査
結
果
を
み
る
と
各
詩
人
で
数
値
の
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
各
詩
人
と
も
、
全
て
の
例
で
初
句
入
韻
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
唯
だ
連
韻
は
、
病
に
非
ざ
る
な
り
。
」
(
注
(
9
)

参
照
)
と
い
う
元
競
の
修
正
説
に
従
え
ば
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
全

て
の
例
で
、
上
尾
病
を
回
避
し
て
い
る
ζ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
注

(
1
)
に
挙
げ
た
高
木
正
一
氏
及
び
、
興
膳
宏
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、

耐
永
明
期
以
前
、
晋
-
宋
に
は
平
韻
詩
で
上
尾
病
を
犯
す
者
が
き
わ
め

ω
て
多
か
っ
た
が
、
沈
約
・
謝
眺
に
い
た
っ
て
上
尾
病
が
意
識
さ
れ
る

明
よ
う
に
な
る
と
、
灰
韻
詩
を
作
る
乙
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
犯
さ
ぬ

昭
一
誕
《

U

の
工
夫
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
以
後
六
朝
末
期
に
か
け
て
灰
韻
詩
は
急
速

痛
に
減
少
し
、
唐
初
に
至
つ
て
は
ほ
ぼ
皆
無
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
の

パ
ハ
過
程
で
偶
数
句
末
平
声
押
韻
、
奇
数
句
末
灰
声
配
置
と
い
う
平
灰
近

陣
体
律
が
固
ま
り
、
同
時
に
上
尾
病
は
犯
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
と
の
乙

坊
と
で
あ
る
。
元
競
の
「
此
の
上
尾
は
、
斉
-
梁
己
前
は
、
時
に
犯
す

制
者
有
る
も
、
斉
-
梁
己
来
は
、
犯
す
者
有
る
無
し
。
」
と
い
う
指
摘
(
注

杭

(9)
参
照
)
は
、
こ
の
歴
史
的
経
過
と
大
筋
で
一
致
し
て
お
り
、
四

酢
声
律
に
お
け
る
上
尾
病
は
、
永
明
期
以
降
の
意
識
的
に
こ
れ
を
回
避

湖
す
る
努
力
を
経
た
上
で
、
さ
ら
に
元
競
の
「
連
韻
除
外
」
と
い
う
補

初
足
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
ぽ
完
全
な
か
た
ち
で
平
灰
近
体
律
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

5
 

7
 

④
鶴
膝
病
・
奇
数
句
末
三
声
逓
用

鶴
膝
病
は
、
四
声
律
に
よ
る
声
病
説
と
平
灰
近
体
律
と
の
関
係
を

考
察
す
る
上
で
、
非
常
に
興
味
深
い
声
病
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
押
韻

効
果
に
関
わ
る
(
連
続
す
る
奇
数
句
末
に
同
声
調
の
文
字
が
用
い
ら

れ
て
諮
協
す
る
と
、
偶
数
句
末
の
押
韻
効
果
を
殺
ぐ
)
が
故
に
、
八

病
説
の
中
で
も
上
尾
病
と
同
様
、
取
り
分
け
て
重
視
さ
れ
な
が
ら
、
そ

の
上
尾
病
が
、
前
述
の
如
く
ほ
ぼ
完
全
な
か
た
ち
で
平
灰
近
体
律
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
鶴
膝
病
は
平
灰
近
体
律
と
は
切
り
離

さ
れ
た
か
た
ち
で
取
り
残
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
平
声
で
押

韻
し
、
押
韻
し
な
い
奇
数
句
末
に
は
灰
声
字
を
配
置
す
る
、
と
い
う

平
灰
近
体
律
の
大
原
則
さ
え
遵
守
し
て
い
れ
ば
、
四
声
律
上
の
鶴
膝

病
を
犯
し
て
も
犯
さ
な
く
て
も
、
平
灰
近
体
律
の
成
否
に
関
わ
る
こ

と
は
な
い
し
、
言
い
方
を
換
え
れ
ば
、
平
灰
近
体
律
を
い
か
に
厳
密

に
遊
守
し
て
い
て
も
、
そ
れ
と
は
関
わ
り
な
く
四
声
律
の
鶴
膝
病
を

犯
し
て
し
ま
う
場
合
が
一
定
の
確
率
で
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
鶴
膝
病
は
平
灰
近
体
律
に
取
り
込
ま
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
押
韻
字
の
声
調
に
関
す

る
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。
声
調
理
論
の
詩
作
へ
の
運
用
に
対
し
て
注

意
が
喚
起
さ
れ
た
永
明
期
に
は
、
灰
声
押
韻
の
詩
が
多
く
存
在
し
、
上

尾
病
を
避
け
る
便
宜
上
か
ら
も
、
押
韻
し
な
い
奇
数
句
末
に
平
声
字

を
用
い
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
全
声
調
の
う
ち
平

声
音
の
文
字
の
占
め
る
割
合
は
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
か
ら
、
奇
数
句



6

末
に
平
声
字
が
連
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鶴
膝
病
の
犯
さ
れ
る
可

7

能
性
が
、
偶
数
句
末
平
声
押
韻
、
奇
数
句
末
灰
声
配
置
と
い
う
平
灰

近
体
律
に
お
い
て
連
続
す
る
奇
数
句
末
灰
声
字
の
上
・
去
・
入
の
声

調
が
同
じ
に
な
る
可
能
性
に
比
し
て
著
し
く
高
く
な
る
。
平
声
音
は

そ
の
声
調
の
特
質
上
、
こ
れ
が
押
韻
し
な
い
奇
数
句
末
に
連
用
さ
れ

る
と
偶
数
句
末
の
押
韻
効
果
を
著
し
く
殺
ぐ
結
果
と
な
る
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
鶴
膝
病
は
是
非
と
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

四
声
律
に
お
け
る
鶴
膝
病
は
元
来
、
こ
れ
が
提
唱
さ
れ
た
時
代
に
は

ま
だ
多
く
存
在
し
た
灰
声
押
韻
詩
を
主
に
念
頭
に
置
い
て
形
成
さ
れ

た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
料
。
そ
の
後
平
声
押
韻
詩
が
主
流
に
な

る
に
至
り
、
奇
数
句
末
に
は
灰
声
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
標
準
と

な
る
と
、
灰
声
内
の
上
・
去
・
入
声
が
奇
数
句
末
で
連
用
さ
れ
て
鶴

膝
病
を
犯
す
可
能
性
は
格
段
に
低
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
偶
数
句
末

平
声
押
韻
・
奇
数
句
末
灰
声
配
置
が
大
原
則
と
な
っ
た
平
灰
近
体
律

に
お
い
て
、
ヲ
」
の
鶴
膝
病
は
も
は
や
省
み
ら
れ
る
必
要
が
無
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
平
灰
近
体
律
形
成
の
流
れ
の
中
で
、
と
の
四
声
律
に
よ

る
鶴
膝
病
は
決
し
て
忘
れ
去
ら
れ
た
わ
ザ
で
は
な
か
っ
た
。
八
病
説

の
詳
細
が
記
載
さ
れ
る
『
文
鏡
秘
府
論
』
西
巻
の
構
成
は
、
こ
こ
ま

で
の
平
頭
・
蜂
腰
・
上
尾
の
各
声
病
に
つ
い
て
は
、
先
ず
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
恩
わ
れ
る
基
本
の
(
同
時
に
厳
格
な
)
説
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の

後
に
、
元
腕
に
よ
る
、
よ
り
平
灰
近
体
律
の
実
際
的
運
用
に
即
し
た

か
た
ち
の
(
規
定
を
緩
め
た
)
修
正
説
が
挙
げ
ら
れ
る
の
が
通
常
で

あ
っ
た
。
し
か
し
鶴
膝
病
に
限
っ
て
は
、
冒
頭
の
基
本
説
に
続
い
て

挙
げ
ら
れ
る
説
が
、
逆
に
四
声
律
の
よ
り
厳
格
な
運
用
を
要
求
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
引
か
れ
る
、
上
官
儀
『
筆

札
華
梁
』
の
説
は
、
ニ
聯
関
(
具
体
的
に
は
首
聯
と
領
聯
・
頚
聯
と

尾
聯
)
で
奇
数
句
末
(
第
五
字
と
第
十
五
字
)
の
声
調
を
違
え
る
の

み
な
ら
ず
、
領
聯
と
頚
聯
の
間
で
も
同
じ
よ
う
に
奇
数
句
末
の
声
調

を
違
え
る
必
要
を
説
い
て
い
る
(
注
(
叩
)
参
照
)
。
ち
な
み
に
上
官

儀
は
、
平
頭
・
蜂
腰
の
各
声
病
に
関
し
て
は
、
元
競
の
修
正
説
を
適

用
し
て
も
な
お
他
の
詩
人
達
よ
り
高
い
違
犯
率
を
示
す
傾
向
に
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
押
韻
効
果
に
関
わ
り
、
八
病
説
中
最
も
重
ん

じ
ら
れ
た
上
尾
病
・
鶴
膝
病
に
関
し
て
は
全
く
こ
れ
を
犯
さ
ず
、
全

作
品
で
奇
数
句
末
三
声
逓
用
を
固
守
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上

官
儀
自
身
が
、
理
論
と
同
時
に
実
作
で
も
こ
れ
ら
の
声
病
に
対
し
て

厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
話
。

平
灰
近
体
律
確
立
の
最
終
段
階
で
あ
っ
た
初
唐
期
に
お
い
て
、
四

声
律
の
鶴
膝
病
が
忘
れ
去
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
実
際
の
詩
作

上
充
分
に
重
視
さ
れ
て
い
た
傾
向
は
、
調
査
結
果
「
鶴
膝
」
項
の
違

犯
率
か
ら
も
明
ら
か
に
看
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
の
各
詩
人
の
数
値
は
、

最
高
で
も
一
四
・
三
%
で
あ
り
、
四
十
二
首
と
比
較
的
首
数
の
多
い

李
摘
が
全
く
こ
れ
を
犯
し
て
い
な
い
な
ど
、
一
様
に
低
い
違
犯
率
と

な
っ
て
い
る
。
鶴
膝
病
を
一
首
中
で
少
な
く
と
も
一
度
犯
す
割
合
を



確
率
論
的
に
考
え
る
と
、
前
ほ
ど
の
蜂
腰
B
と
同
様
、
九
分
の
五
、
五

五
・
六
%
と
な
る
は
ず
で
あ
槌
。
『
唐
詩
三
百
首
』
「
五
言
律
詩
」
部

収
載
の
盛
・
中
・
晩
唐
期
の
七
十
五
首
で
は
、
十
八
首
、
二
十
四
・

O
%
の
作
品
で
延
べ
十
九
回
の
鶴
膝
病
を
犯
し
て
い
る
の
と
比
べ
て

も
、
初
唐
期
の
詩
人
達
の
鶴
膝
病
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
は
、
確
実

な
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
実
作
に
お
け
る
四
声
律
の
鶴
膝
病
重
視
の
傾

醐
向
は
、
次
の
「
奇
数
句
末
三
声
逓
用
」
項
の
結
果
か
ら
も
裏
付
け
ら

ω
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
王
力
が
、
「
出
句
の
句
末
に
上
・
去
・
入

翻
声
が
全
て
揃
っ
て
い
る
の
は
理
想
的
形
式
で
あ
泊
。
」
と
い
っ
て
い
る

ゅ
よ
う
に
、
鶴
膝
病
を
回
避
し
た
上
の
、
一
種
高
等
な
四
声
運
用
の
形

煽
式
で
あ
る
。
か
っ
、
今
回
の
調
査
で
は
さ
ら
に
領
聯
と
頚
聯
の
聞
で

ー、リ
も
四
声
の
声
調
を
違
え
る
と
い
う
、
よ
り
厳
格
な
上
官
儀
の
説
を
も

陣
犯
さ
な
い
作
品
の
み
を
奇
数
句
末
三
声
逓
用
と
認
め
た
か
ら
、
こ
の

る
条
件
を
満
た
す
に
は
非
常
に
高
い
四
声
律
運
用
へ
の
意
識
が
求
め
ら

削
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
も
各
詩
人

献
の
遵
守
率
は
五
O
%
代
後
半
か
ら
一
O
O
%
と
一
様
に
高
い
数
値
を

酔
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
初
唐
期
の
詩
人
達
に
と
っ
て
、
四

期
声
律
に
よ
る
鶴
膝
病
が
決
し
て
「
過
去
の
残
津
」
で
は
な
か
っ
た
こ

仰
と
が
証
明
で
き
る
。

77 

五

お
わ
り
に

以
上
調
査
結
果
の
ま
と
め
と
し
て
、
四
声
律
の
う
ち
特
に
元
競
の

示
し
た
修
正
説
と
平
灰
近
体
律
と
の
関
係
を
い
ま
一
度
整
理
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
以
下
の
図
式
に
お
い
て
、
矢
印
は
そ
の
付

け
根
に
位
置
す
る
韻
律
を
遵
守
す
れ
ば
(
或
い
は
声
病
を
回
避
す
れ

ば
て
そ
の
先
に
位
置
す
る
韻
律
が
犯
さ
れ
る
と
と
が
全
く
な
い
(
或

い
は
必
ず
声
病
を
回
避
す
る
)
と
い
う
関
係
を
示
し
、
そ
の
関
係
の

成
否
を

0
・
×
で
表
す
乙
と
と
す
る
。

平
頭
B
↓
×
平
灰
近
体
律

一
聯
の
第
二
字
・
第
七
字
が
と
も
に
灰
声
で
、
か
っ
上
・
去
・
入

声
の
声
調
を
違
え
て
い
る
場
合
に
は
失
対
を
犯
し
、
イ

3
聯
で
は

孤
平
を
犯
す
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
場
合
は
殆
ど
な
い
。

平
灰
近
体
律
↓
×
平
頭
B

ロ

3
聯
で
、
第
一
字
・
第
六
字
が
上
・
去
・
入
声
の
声
調
を
同

じ
く
す
る
場
合
、
平
頭
B
を
犯
す
。
少
数
存
在
し
う
る
。

蜂
腰
B
↓
×
平
灰
近
体
律

-
0

・・0句
で
は
孤
平
を
犯
し
、
第
二
・
第
四
字
の
平
灰
が
同

じ
に
な
っ
た
時
に
は
効
句
と
な
る
が
、
実
際
に
は
殆
ど
存
在
し
な
い
。

平
灰
近
体
律
↓
×
蜂
腰
B

a
句
第
二
・
第
五
字
が
上
・
去
・
入
声
で
同
声
と
な
る
場
合
、
蜂



B

腰
病
を
犯
す
。
一
定
数
存
在
し
う
る
。

7

上
尾
(
連
韻
を
除
く
)
↓

O
平
灰
近
体
律

純
粋
論
理
の
上
で
は
乙
の
関
係
は
成
立
し
な
い
が
、
平
灰
近
体
律

が
ご
く
初
期
の
段
階
か
ら
既
に
偶
数
句
末
平
声
押
韻
・
奇
数
句
未
灰

声
配
置
を
固
守
し
て
い
る
以
上
、

ζ

の
関
係
は
事
実
上
成
立
す
る
と

い
っ
て
よ
い
。

平
灰
近
体
律
↓

O
上
尾
(
連
韻
を
除
く
)

偶
数
句
末
平
声
押
韻
・
奇
数
句
末
灰
声
配
置
の
平
灰
近
体
律
を
遵

守
す
れ
ば
、
全
て
の
場
合
で
上
尾
病
は
回
避
さ
れ
る
。

鶴
膝
↓

O
平
灰
近
体
律

上
尾
病
と
同
様
に
、
偶
数
句
末
平
声
押
韻
・
奇
数
句
末
灰
声
配
置

の
条
件
下
で
は
、
四
声
律
の
鶴
膝
病
を
遵
守
す
れ
ば
、
事
実
上
平
灰

近
体
律
を
犯
す
こ
と
は
な
い
。

平
灰
近
体
律
↓
×
鶴
膝

第
五
字
・
第
十
五
字
が
、
上
・
去
・
入
声
で
同
声
と
な
る
場
合
、
鶴

膝
病
を
犯
す
。
一
定
数
存
在
し
う
る
。

こ
の
結
果
を
通
覧
す
る
と
、
元
競
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
四
声
律

の
声
病
説
を
道
守
し
て
い
れ
ば
、
平
灰
近
体
律
に
触
れ
る
こ
と
が
少

な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
頭
B
・

蜂
腰
B
・
連
韻
を
除
外
し
た
上
尾
病
・
鶴
膝
病
の
い
ず
れ
を
も
犯
さ

な
い
作
品
の
割
合
を
表
し
た
【
表
一
】
「
不
犯
声
病
詩
」
項
で
比
較
的

高
い
数
値
を
示
す
詩
人
、
蘇
味
道
・
握
融
・
社
審
一
言
・
李
幡
・
宋
之

問
・
沈
佳
期
ら
が
、
【
表
ニ
】
の
「
完
全
律
体
詩
」
項
に
み
え
る
よ
う

に
、
平
灰
近
体
律
に
お
い
て
も
高
い
割
合
で
完
全
律
体
詩
を
作
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
実
作
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
四
声

律
に
よ
る
芦
病
説
を
修
正
し
た
元
競
の
説
が
、
平
灰
近
体
律
の
実
際

に
も
全
体
的
に
よ
く
適
合
し
て
い
る
と
と
の
、
総
合
的
現
れ
で
あ
る

と
い
え
よ

h

フ。

但
し
、
さ
き
に
図
式
化
し
た
条
件
関
係
は
句
や
聯
、
句
末
と
い
っ

た
「
部
分
」
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
部
分
」
を
有
機
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
完
全
律
体
詩
形
成
に

関
し
て
、
絶
対
的
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

玉
架
残
書
隠
、
金
埋
旧
跡
迷
。

牽
花
尋
紫
洞
、
歩
葉
下
清
渓
。

唆
援
猶
類
乳
、
石
髄
尚
如
泥
。

自
能
成
羽
翼
、
何
必
仰
雲
梯
。

去:'E平入

軍事平去平平平
上去上平
入上去上

詰Bi
平平平入
平平平平

(
王
勃
「
観
内
懐
仙
」
)



去
入
平
平
園
、
平
平
去
入
平
。

上
平
平
上
閣
判
去
上
入
平
平
。

王
勃
の
こ
の
詩
は
、
四
声
律
上
の
不
犯
声
病
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
領

聯
と
頚
聯
・
頚
聯
と
尾
聯
の
問
で
失
粘
し
て
お
り
、
平
灰
近
体
律
で

は
完
全
律
体
詩
と
は
な
り
得
て
い
な
い
。
王
勃
や
陳
子
昂
が
、
四
声

律
の
不
犯
声
病
詩
の
割
合
が
か
な
り
高
い
反
面
、
平
灰
近
体
律
の
完

全
律
体
詩
の
割
合
が
低
い
の
に
は
、
平
灰
近
体
律
形
成
の
最
終
ハ
ー

ド
ル
で
あ
る
、
こ
の
粘
法
の
成
否
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
え

L
i
F
A
ノ。

船
同
時
に
、
乙
れ
と
は
逆
の
関
係
も
あ
る
。
先
ほ
ど
の
四
声
律
と
平

ω
灰
近
体
律
と
の
関
係
を
整
理
し
た
図
式
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
「
平

翻
灰
近
体
律
↓
四
声
律
に
よ
る
声
病
」
の
関
係
は
多
く
成
立
せ
ず
、
つ

ル
ま
り
は
平
灰
近
体
律
を
遵
守
し
て
も
、
四
声
律
の
各
声
病
を
元
競
に

府
よ
る
修
正
説
で
さ
え
も
犯
す
場
合
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
存
在
す
る
こ

引
と
が
わ
か
る
。
乙
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
平
灰
近
体
律
に
お
け
る
完

陣
全
律
体
詩
を
構
成
す
る
の
に
必
ず
し
も
四
声
律
を
遵
守
す
る
必
要
は

る
な
い
、
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

キノ山
山
塞
外
欲
紛
紙
、
雌
雄
猶
未
分
。

枇
明
堂
占
気
色
、
華
蓋
拙
童
文
。

琳
二
月
河
魁
将
、
三
千
太
乙
軍
。

期
丈
夫
皆
有
志
、
会
是
立
功
動
。

唐n
H
M
 

4
4
ι
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平去
平去

Zキ
入平

雲平
上平
平去
平平

(
楊
畑
「
出
塞
」
)

楊
畑
の
こ
の
詩
で
は
、
平
灰
近
体
律
上
で
は
完
全
律
体
詩
を
構
成

し
な
が
ら
、
四
声
律
で
は
第
五
句
と
第
七
句
の
聞
で
鶴
膝
病
を
犯
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
多
数
存
在
す
る
た
め
に
、
楊
畑
は
平
灰

近
体
律
で
は
完
壁
に
完
全
律
体
詩
を
作
り
な
が
ら
、
全
首
の
半
数
の

作
品
で
、
何
ら
か
の
四
声
律
上
の
声
病
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
四
声
律
の
不
犯
声
病
詩
を
比
較
的
高

い
割
合
で
作
っ
て
い
る
蘇
味
道
・
握
融
・
社
審
雷
同
・
李
幡
・
宋
之
問
・

沈
伶
期
ら
が
、
平
灰
近
体
律
に
お
い
て
も
高
い
割
合
で
完
全
律
体
詩

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
先
ほ
ど
の
関
係
は
、
「
不
犯
声
病
詩
」
へ
の
指

向
が
結
果
と
し
て
「
完
全
律
体
詩
」
を
生
み
出
し
た
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
彼
ら
が
平
灰
近
体
律
の
厳
格
な
運
用
を
第
一
義
的
に
指
向
し

な
が
ら
、
同
時
に
四
声
律
(
殊
に
平
灰
律
に
お
い
て
は
灰
声
の
下
部

分
類
に
渇
き
な
い
、
上
・
去
・
入
声
の
区
別
)
に
も
配
慮
を
怠
ら
な

か
っ
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
泊
。

つ
ま
り
、
平
灰
近
体
律
に
よ
る
韻
律
の
確
定
期
に
お
い
て
は
、
特

に
そ
の
最
終
段
階
を
代
表
す
る
詩
人
達
に
よ
っ
て
、
同
時
に
な
お
四

声
律
が
か
な
り
意
識
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
ば

し
ば
平
灰
近
体
律
の
完
成
者
と
し
て
そ
の
名
が
持
ち
出
さ
れ
る
沈
住

期
・
宋
之
問
も
当
然
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
そ
の
彼
ら
に
平
灰
近
体



。
律
完
成
者
と
し
て
の
名
を
冠
す
る
言
辞
と
し
て
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ

E

れ
る
、
『
新
唐
書
』
巻
二

O
ニ
宋
之
問
伝
は
か
く
の
ご
と
く
い
う
、

貌
建
安
晶
也
記
江
左
、
詩
律
屡
変
、
至
沈
約
・
庚
信
、
以
音
韻
相

続
附
、
属
対
精
密
。
及
之
問
・
沈
住
期
、
又
加
廃
鹿
、
回
思
声

病
、
約
匂
準
篇
、
如
錦
繍
成
文
。
学
者
宗
之
、
号
為
「
沈
・
宋
」
。

い
た

(
貌
の
建
安
よ
り
後
江
左
に
吃
る
ま
で
、
詩
律
屡
々
変
じ
、
沈

約
・
康
信
に
至
り
て
、
音
韻
を
以
て
相
い
娩
附
し
、
属
対
を
精

密
な
ら
し
む
。
[
宋
]
之
問
・
沈
佳
期
に
及
び
て
、
又
た
廃
麗
を

加
え
、
声
病
を
回
忌
し
、
句
を
約
し
篇
を
準
し
、
錦
繍
の
文
を

成
す
が
如
し
。
学
者
之
れ
を
宗
と
し
、
号
し
て
「
沈
・
宋
」
と

為
す
。
)

沈
約
以
来
の
声
律
諮
協
へ
の
試
み
の
流
れ
の
中
に
沈
宋
を
位
置
づ

け
る
こ
の
言
辞
中
の
「
回
忌
声
病
」
と
い
う
指
摘
は
、
ま
さ
に
彼
ら

の
こ
の
四
声
律
に
対
す
る
配
慮
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

【注】
(
1
)

沈
約
声
律
説
を
四
声
律
に
よ
っ
て
研
究
し
た
も
の
の
代
表
と
し

て
は
、
「
蜂
腰
鶴
膝
解
」
、
「
声
律
説
続
考
」
な
ど
郭
紹
虞
の
一
連
の
論

考
の
ほ
か
、
清
水
凱
夫
「
沈
約
戸
律
論
考
平
頭
・
上
尾
・
蜂
腰
・
鶴

膝
の
検
討
」
(
学
林
6
・
一
九
八
五
)
、
「
沈
約
『
八
病
』
真
偽
考
」
(
同

7
・
一
九
八
六
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
近
体
詩
韻
律
の
形
成
過
程

を
平
灰
律
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
に
は
、
現
代
近
体
詩
韻
律
論
の

基
礎
を
形
成
し
た
、
王
カ
『
漢
語
詩
律
学
』
(
一
九
五
八
)
の
ほ
か
、
高

木
正
一
「
六
朝
期
に
お
け
る
律
詩
の
形
成
」
(
日
本
中
国
学
会
報
4
・

一
九
五
三
)
、
高
島
俊
男
「
初
唐
期
に
お
け
る
五
言
霊
討
の
形
成
特

に
そ
の
平
灰
配
置
に
つ
い
て
|
」
(
同
お
二
九
七
三
)
、
社
暁
勤
「
従

永
明
体
到
沈
宋
体
|
五
言
律
体
形
成
過
程
之
考
察
|
」
(
唐
研
究
2
・

一
九
九
六
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
輿
膳
宏
「
従
四
声
八
病
到
四
声
二

元
化
」
(
中
華
文
史
論
叢
幻
・
一
九
九
ご
、
古
川
末
喜
「
「
文
鏡
秘
府

論
』
に
み
る
四
声
律
と
平
灰
律
」
(
佐
賀
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
幻
・

一
九
九
五
)
は
こ
の
両
者
を
繋
ぐ
論
考
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
実
作
の

広
い
調
査
に
依
ら
な
い
。

(2)

以
下
、
引
用
の
『
文
鏡
秘
府
論
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
興
膳
宏
訳
注

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
・
第
5
巻
』
(
筑
摩
書
官
房
・
一
九
八
六
)
に
よ
り
、

そ
の
訳
注
・
解
説
も
参
照
し
た
。

(3)

各
詩
人
の
生
卒
年
に
関
し
て
は
、
以
下
の
資
料
を
参
照
し
た
。

小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』
附
録
「
唐
代
詩
人
年
表
」
(
中
国
詩
人
選
集

第
一
集
別
巻
岩
波
書
庖
・
一
九
五
八
)

小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
ー
そ
の
伝
記
」
(
大
修
館
書
底
・
一
九
七

五
)

侍
旋
世
相
主
編
『
庸
才
子
伝
校
鍾
』
第
一
冊
(
北
京
中
華
書
局
・
一
九
八

七
)

植
木
久
行
「
唐
代
作
家
新
疑
年
録
」

(
1
)
1
(
叩
)
(
弘
前
大
学
人
文

学
部
「
文
経
論
叢
』
連
載
・
一
九
八
八

1)

(4)

各
詩
人
に
つ
い
て
用
い
た
底
本
を
列
挙
す
る
。

王
績
・
:
韓
理
州
校
点
「
五
巻
本
会
校
『
王
無
功
文
集
』
」
(
上
海
古
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籍
・
一
九
八
七
)

上
官
儀
・
崖
融
・
蘇
味
道
・
李
備
・
・
:
『
全
唐
詩
』
及
び
『
全
唐
詩
補

編
』
(
中
華
書
局
・
一
九
九
二
)

王
勃
・
虚
照
鄭
・
楊
畑
・
陳
子
昂
・
そ
れ
ぞ
れ
「
四
部
態
刊
」
所
収

の
「
王
子
安
集
』
・
『
幽
憂
子
集
』
・
『
楊
盈
川
集
』
・
『
陳
伯
玉
文
集
」

賂
賓
王
・
萄
刻
宋
刊
本
『
酪
貸
主
文
集
』
。
同
時
に
清
・
陳
照
晋
箪

注
『
賂
臨
海
集
護
注
』
(
上
海
古
籍
・
一
九
八
五
)
を
も
参
考
に
し
た
。

社
審
言
・
沈
恰
期
・
宋
之
問
:
明
・
張
遜
業
輯
、
江
都
黄
埠
東
壁
図

書
府
刊
「
唐
十
二
家
詩
」
に
収
め
る
『
杜
審
言
集
」
・
『
沈
住
期
集
』
・

「
宋
之
間
集
』

(5)

王
力
『
漢
語
詩
律
学
』
第
一
章
第
九
節
に
詳
し
い
。

(6)

こ
れ
ら
の
韻
書
・
字
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い

た。『
広
韻
』
・
:
・
沢
存
堂
蔵
版
景
印
周
祖
諜
校
勘
『
広
韻
校
本
』
(
中
華

書
局
・
一
九
六

O
)

『
集
韻
』
・
上
海
図
書
館
蔵
述
古
堂
景
宋
抄
本
景
印
(
上
海
古
籍
・

一
九
八
五
)

「
大
広
益
会
玉
筋
』
:
沢
存
堂
蔵
版
景
印
(
中
華
書
局
・
一
九
八
六
)

(7)

各
声
病
の
重
要
度
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
引
用
す
る
、
『
文
鏡
秘
府

論
』
西
巻
「
文
二
十
八
種
病
」
第
三
「
蜂
腰
」
の
言
辞
を
参
照
の
こ
と
。

(8)

以
下
に
(
例
)
と
し
て
引
く
詩
句
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
全

て
『
文
鏡
秘
府
論
」
該
当
箇
所
に
よ
る
。

(9)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
中
で
は
以
下
の
よ
う
に
言

及
す
る
。

或
目
、
(
中
略
)
・
此
上
尾
、
斉
・
梁
己
前
、
時
有
犯
者
、
斉
・
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梁
己
来
、
無
有
犯
者
。
此
為
巨
病
。
:
:
(
中
略
)
・
・
・
唯
連
韻
者
、

非
病
也
。

(
西
巻
「
文
二
十
八
種
病
」
第
二
「
上
尾
」
所
引
、
元
競
『
詩
髄
脳
」
)

(
叩
)
こ
の
形
式
に
つ
い
て
、
清
・
萱
文
漁
『
声
認
四
譜
図
説
』
巻
十
一

は
、
朱
舞
尊
の
言
を
引
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

唐
律
格
調
高
処
、
在
句
中
四
声
逓
用
。
朱
竹
吃
氏
請
、
「
老
杜
律
詩
、
単

句
句
脚
必
上
去
入
皆
全
。
」
今
孜
唐
盛
初
諸
家
、
皆
然
。
不
独
少
陵
。

ま
た
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
に
は
以
下
の
言
及
が
あ
る
。

或
目
、
(
中
略
)
此
云
第
三
句
者
、
挙
其
大
法
耳
。
但
従
首

至
末
、
皆
須
以
次
避
之
。
若
第
三
句
不
得
与
第
五
句
相
犯
、
第
五
句
不

得
与
第
七
句
相
犯
、
犯
法
准
前
也
。

(
西
巻
「
文
二
十
八
種
病
」
第
四
「
鶴
膝
」
所
引
、
上
官
儀
「
筆
札
華

梁
』
)

(
日
)
以
下
の
平
灰
式
に
お
い
て
は
、
平
灰
律
の
平
声
を

O
、
灰
声
を
.

で
表
す
。
各
句
の
呼
称
は
王
カ
に
よ
っ
た
(
『
漢
語
詩
律
学
』
第
一
章

第
六
節
)
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
は
灰
脚
句
、
大
文
字
は
平
脚

句、

A
・
a
は
灰
起
句
、

B
-
b
は
平
起
句
を
表
す
。

(ロ
)

(

1

)

高
島
論
文
参
照
。

(
日
)
古
川
末
喜
「
五
一
言
律
詩
の
平
灰
式
、
及
び
助
句
に
つ
い
て
教
学

上
の
観
点
か
ら
」
(
中
国
文
学
論
集
幻
・
一
九
九
二
)
参
照
。

(
は
)
鋤
救
に
つ
い
て
は
、
「
漢
語
詩
律
学
」
第
一
章
第
八
節
に
詳
し
い
。

(
日
)
蜂
腰
病
に
関
し
て
は
、
各
句
の
第
一
字
搬
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
最
も
代
表
的
な
律
聯
モ
デ
ル
で
あ
る
、
「
イ

1
聯
」
と
「
ロ

|

1
聯
」
で
イ
型
聯
・
ロ
型
聯
を
代
表
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
高
島
論
文
は
網
羅
的
な
実
作
調
査
で
こ
の
傾
向
を
綿
密
に
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論
証
す
る
。

(
げ
)
こ
の
よ
う
に
、
揚
畑
が

a
句
に
お
い
て
蜂
腰
病
を
犯
し
た
例
と
し

て
は
、
「
従
軍
行
」
・
「
聴
馬
」
・
「
有
所
思
」
・
「
梅
花
落
」
・
「
戦
場
南
」

(
と
も
に
底
本
巻
二
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
国
)
参
考
と
し
て
、
底
本
に
用
い
た
沢
存
堂
蔵
版
『
広
韻
』
が
各
声
調

に
充
て
る
頁
数
(
各
葉
表
・
裏
を
そ
れ
ぞ
れ
一
頁
と
換
算
す
る
)
は
、

上
戸
一

O
六
頁
、
去
声
一

O
八
頁
、
入
声
一

O
O頁
で
あ
る
。

(
日
)
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
平
灰
近
体
律
灰
起
式
の
五
言
一
同
律
詩
が
初
句

入
韻
し
た
場
合
、
初
句
で

a
句
が
現
れ
な
い
た
め
、
実
際
に
は
こ
の

パ
1
セ
ン
テ
イ
ジ
は
も
う
少
し
下
が
る
。

(
初
)
底
本
と
し
て
、
金
性
尭
注
『
唐
詩
三
百
首
新
注
』
(
上
海
古
籍
・
一

九
九
三
)
を
使
用
。
巻
五
「
五
言
律
詩
」
全
八
十
首
の
う
ち
、
王
勃
・

略
賓
主
・
杜
審
言
・
沈
恰
期
・
宋
之
聞
の
各
一
首
、
計
五
首
を
除
い
た
。

(
幻
)
高
木
正
一
「
七
言
詩
押
韻
法
の
変
遷
に
つ
い
て
」
(
立
命
館
文
学

m・
一
九
五
六
)
「
要
す
る
に
、
五
号
一
口
詩
は
、
そ
の
は
じ
め
か
ら
、
奇

数
句
を
除
い
た
偶
数
句
に
の
み
隔
匂
押
韻
す
る
こ
と
を
、
終
始
普
遍

的
な
法
則
と
し
た
と
言
っ
て
も
、
あ
な
が
ち
過
言
で
は
な
い
。
」

(
幻
)
四
声
の
う
ち
、
数
量
的
に
は
平
声
が
半
数
近
く
を
占
め
る
。
灰
声

の
下
位
分
類
で
あ
る
上
・
去
・
入
声
は
、
そ
れ
ぞ
れ
残
り
の
約
三
分
の

一
ず
つ
を
占
め
る
か
ら
、
灰
声
字
を
押
韻
字
と
す
れ
ば
、
四
声
律
に
お

い
て
は
、
平
声
字
を
押
韻
字
と
す
る
よ
り
確
率
論
的
に
上
尾
病
を
犯

す
可
能
性
は
格
段
に
低
く
な
る
。

(
幻
)
平
声
の
声
調
上
の
特
質
が
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た

か
に
は
、
様
々
な
説
が
存
在
す
る
が
、
後
に
上
・
去
・
入
声
を
ま
と
め

て
平
声
と
対
立
さ
せ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
灰
声
に
包
括
さ
れ
る
三

種
の
声
調
と
は
際
だ
っ
た
相
違
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
樋
口
靖
「
四

声
か
ら
平
灰
へ
」
(
内
山
知
也
編
『
中
国
文
学
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
1
」
東

方
書
庖
・
一
九
九

O
)
参
照
。

(M)

こ
の
ζ

と
は
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
中
で
鶴
膝
病
の
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
詩
が
、
全
て
灰
声
押
韻
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。

(
お
)
但
し
、
絶
句
・
排
律
を
含
め
た
上
官
儀
の
全
五
言
平
灰
近
体
律
詩

の
中
に
は
、
「
奉
和
秋
日
即
目
応
制
」
(
排
律
・
『
全
唐
詩
』
巻
四
十
)
及

び
、
「
仮
作
幽
蘭
詩
」
(
断
匂
四
句
存
・
『
全
唐
詩
続
拾
』
巻
一
ニ
)
、
の
一
一

首
の
み
で
あ
る
が
、
鶴
膝
病
を
犯
す
作
品
が
存
在
す
る
。

(
m
m
)

実
際
に
は
初
句
入
韻
詩
が
一
定
の
割
合
で
存
在
す
る
た
め
、
厳
密

に
は
こ
の
確
率
は
も
う
少
し
低
く
な
る
。

(
幻
)
『
漢
語
詩
律
学
」
第
一
章
第
十
一
節
、
「
出
句
句
脚
上
・
去
・
え
倶

全
、
這
是
理
想
的
形
式
。
」
(
傍
点
マ
マ
)

(
犯
)
同
様
の
例
は
他
に
、
王
勃
で
は
「
尋
道
観
」
・
「
散
関
展
度
」
・
「
送

虚
主
簿
」
な
ど
計
十
首
、
陳
子
昂
で
は
「
観
剤
玉
篇
」
・
「
晩
次
楽
郷

県
」
・
「
東
征
答
朝
逮
相
送
」
な
ど
計
九
首
が
あ
る
。

(
却
)
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
、
元
競
に
よ
る
四
声
律
の
修
正
説
が
平
灰

近
体
律
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の

で
は
な
い
。

(
附
記
)
本
論
は
、
平
成
九
年
度
目
本
中
国
学
会
第
四
十
九
回
大
会
に
お
け

る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
ご
教
示
い
た
だ
い
た
諸
先
生
に
、
こ
乙
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。




